
宇都宮共和大学子ども生活学部 
平成 2６年度 子育て支援研究センター公開講座 

 

 

 

  

ねらい： 

   幼稚園教諭・保育士や子どもの教育・保育にかかわるお仕事をされている学校教職員・行政職員・ 

   一般市民の皆様を対象に、その専門的知識や技術を研究し、あわせて大学教員と交流していただく 

   ことを目的として、今年も連続講座を開講します。 

今年度も、是非ご参加いただき、充実した講演会と質疑応答の時間をお過ごしいただきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 程：６月から１０月の土曜日 全４回 

   場  所：宇都宮共和大学・宇都宮短期大学 長坂キャンパス 5 号館 

対  象：幼稚園、保育所の保育者、小中高の学校関係者、保護者の方、一般市民 

参加費：５00 円（１回につき） 学生無料 

託 児：１歳から就学前のお子さんの保育室を設けます。無料 

 

主 催：宇都宮共和大学子育て支援研究センター 

共  催：宇都宮短期大学地域福祉開発センター 

後 援：栃木県教育委員会、宇都宮市教育委員会、栃木県幼稚園連合会、栃木県社会福祉協議会、 

下野新聞社 

 

地域で子どもの育ちを支えるために 

 

表紙デザイン ：子ども生活学部 准教授 中畝治子 

 



テーマ：地域で子どもの育ちを支えるために 

 

※ 第１回から第３回目は受講料５００円となります。第４回のシンポジウムは無料です。 

※ 第4 回は、平成24～26 年度科学研究費補助金基盤研究C『子育て世代における世代間構築の実証研究』 

(研究代表者宇都宮共和大学教授加藤邦子）の研究助成に基づいて行うものです。 

  

 

第１回 

講演会 

 

6 月 ７日（土） 

13:30～15:30 

    

開講式        学長  須賀 英之 

子どもの「遊び」をはぐくむ保育者 －育ちを見通した「学び」の多様性－ 

                     東京大学大学院教育学研究科教授 

                  日本保育学会会長（保育学、教育心理学） 

                                   秋田 喜代美先生 

第２回  

研修会・講演会 

 

７月１９日（土） 

13:30～16:30 

第１部 研修会13:30～14:４0 第２部 講演会  1５:０0～16:３0 

切り紙を楽しもう 

 

 

宇都宮共和大学子ども生活学部准教授 

                中畝 治子 

子どもの遊びと育ちを考える 

  ―飽食暖衣の環境からの提案― 

 

栃木県上三川町立北小学校校長 

             柳澤  邦夫先生 

 

第３回 

研修会・講演会 

 

 

８月２３日（土） 

13:30～16:30 

第１部 研修会13:30～14:４0 第２部 講演会  1５:０0～16:３0 

昔話や昔の遊びを 今楽しく 

 

 

宇都宮共和大学子ども生活学部 非常勤講師        

田所 順子 

絵本「さっちゃんのまほうのて」に込める思い 

 

元先天性四肢障がい児父母の会会長 

さいたま市民活動サポートセンター職員 

            野辺 明子先生 

 

 

第４回  

研究報告と 

シンポジウム 

 

 

 

１０月 ４日（土） 

13:３0～16:30 

 

 

13:３0～16:３０（途中休憩あり） 

テーマ：「地域の特徴を生かした子育ち・子育て支援」 

研究報告：子育て広場と子育て支援についての調査     宇都宮共和大学教授 加藤邦子 

 

シンポジウム：「地域の特徴を生かした子育ち・子育て支援」 

      ： NPO 法人びーのびーの代表 NPO 法人子育て広場全国連絡協議会理事長 

                               奥山 千鶴子氏 

         大阪教育大学准教授 

NPO 法人ファザーリングジャパン副代表理事 小崎  恭弘 氏 

         栃木県矢板市 やまびこの会主宰       直井 生子 氏 

         栃木県宇都宮市役所 地域子育て支援担当者 （予定） 

    コーディネーター：宇都宮共和大学子ども生活学部 学部長    牧野 カツコ  

修了式              学長  須賀 英之 



                講師紹介  
     ＜ 講演会 ＞  

秋田 喜代美先生（東京大学大学院教育学研究科教授） 

専門は保育学、教育心理学、授業研究、東京大学大学院博士課程修了、博士（教育学）。日本保育学会会長、日本発達心理学会理

事、中央教育審議会委員（初等中等教育部会、教員養成部会）、厚生労働省社会保障審議会委員、（財）全国私立幼稚園研究機構

理事などを務める。最近の著書『絵本で子育て』岩崎書店、『暮らしの素顔』フレーベル館、『知を育てる保育』『保育の心もち』

『保育のおもむき』（いずれも ひかりのくに）『学びの心理学』（左右社）等多数。 

 

柳澤 邦夫先生（上三川町立北小学校長） 

元厚生労働省雇用均等･児童家庭局児童健全育成専門官、栃木県公立小学校教諭、県子ども総合科学館、県教育委員会、宇都宮短期 

大学人間福祉学科非常勤講師を経て厚生労働省へ、児童館ナショナルガイドラインの策定や放課後児童クラブの全国事例集作成等。 

文部科学省放課後子どもプラン推進アドバイザーとして放課後の子どもの遊びや地域での健全育成について全国の児童厚生施設等 

を研究。現在、「子どもの生活時間に関する調査研究委員」「放課後児童クラブの災害時におけるマニュアルに関する調査研究委 

員」(厚生労働省児童育成事業研究)、主な著書:『児童館 理論と実践』ENCYCLOPEDIA（（財）児童健全育成推進財団 共著） 

『シリーズ事例で学ぶ７ 児童福祉論』（学文社 共著） 
 

野辺 明子先生（さいたま市民活動サポートセンター職員） 

長女の障がいをきっかけに１９７５年に「先天性四肢障がい児父母の会」の結成を呼びかけ２０年会長を務めた。『さっちゃんの 

まほうのて』は父母の会と絵本作家田畑精一さんとの共同制作で、６５万部のロングセラー。今年度で発刊２９周年。著書『魔法 

の手の子どもたち－先天異常を生きる』（太郎次郎社）『障害をもつ子のいる暮らし』（筑摩書房）、『障害をもつ子を産むとい 

うこと－１９人の経験』（中央法規出版） 

 

＜ シンポジウム講師 ＞ 

奥山 千鶴子先生 （NPO法人びーのびーの理事長。NPO法人子育て広場全国連絡協議会理事長） 
筑波大学第２学群人間学類卒業後、大手旅行代理店系国際会議運営会社に勤務。長男誕生後退職し、2000年にNP0法人を 

立ち上げ、横浜に「おやこの広場びーのびーの」を開設。2007年に全国の子育てひろばをつなげる「子育て広場全国連絡協 

議会」 を設し理事長に就任。内閣府「子ども・子育て会議」委員。日本こそだて応援団企画委員。 

小崎 恭弘先生 （大阪教育大学准教授、NPO法人ファザーリングジャパン副代表理事） 
   聖和大学卒業後、西宮市の初の男性保育士となる。12年間保育の現場に勤務。男の子3人の父親にして育児休暇も3回取得。 

2009年関西大学大学院社会学研究科社会福祉学専攻後期博士課程満期退学。2003年からは神戸常盤大学教育学部子ども教 

育学科准教授。2007年ファザーリングジャパンたちあげにかかわり、副代表理事に就任。 

主な著書『わが家の子育てパパしだい!―10歳までのかかわり方』（旬報社）、『児童福祉論』共著（晃洋書房）『男性保育士 

    物語』（ミネルヴァ書房）『家族支援論』共著（相川書房）、『ソーシャルワークのその固有性を問う』共著（晃洋書房）、 

『ワークライフバランス入門』編者（ミネルヴァ書房）『社会福祉』編者（ミネルヴァ書房） 

 

 直井 生子先生 （矢板市在住の子育て支援者。すみれ幼稚園「ホットルーム」子育てカウンセラー） 
  矢板市にて、子育て支援を中心とした地域活動に長年取り組んでいる。現在は発達障害の子を持つ親の支援として「花水木の 

会」、食育をテーマとした「おしゃべりサロン」、子育て中の親を支援する「やまびこの会」を主宰。穏やかな語り口で子育て 

中のお母様方の頼りになる味方として活躍中。エリクソンの発達心理学を中心に勉強会等も行なっている。産業カウンセラー。 

家族支援士（佐々木正美先生主催の子育て協会認定） 

 

＜ 研修会 ＞ 

中畝 治子（本学准教授） 
東京藝術大学日本画専攻卒業、同大学院保存修復技術を修了。国宝伝真言院曼荼羅復元模写、松島瑞巌寺襖絵復元模写、その 

   他古典絵画模写事業に多数参加する。日本画二人展、いろほ会展などで作品を発表。ジャパンタイムズ紙バイリンガルのペー 

ジに漫画連載（12年間）。主な著書『ひらひらきらり』（冨山房インターナショナル）、『ひげのおばさん子育て日記』（フ 

ェミックス）。挿絵、イラスト多数。 

田所 順子（本学非常勤講師） 
     私立幼稚園、那須郡小川町(現那珂川町)の町立幼稚園・児童館・保育所などに３０年間勤務。平成13年より美寿々会「まほろ 

ばがたり」に属し、昔話の伝承・イベント参加・保育所やデイサービスセンター等での語り部ボランティアを行う。本学では、 

保育内容言語、言語表現技術、実習指導を担当。 

      研修会では、民話のぬくもりを現代の私たちが楽しみ、次の世代に伝えていくためのお話と実演、お手玉・けん玉・コマなどを 

 今風に紹介しながら参加者の皆様と実際に行います。 

http://www.amazon.co.jp/exec/obidos/ASIN/4845112000/nifty0b5-nif5-22/ref=nosim/


※ 受講希望の研修会・講演会に○印をつけてください。 
※ メールでお申込みされる場合は、受講希望の研修会・講演会の番号とアルファベットをご記入下さい。 

※ 受講受付票は、 こちらからお送りいたしません。直接会場へお越し下さい。 

※  第１回から第３回目は受講料５００円となります。第４回のシンポジウムは無料です。 

※ ３回以上公開講座にご出席の方には、講座修了証を授与します。 

 

日程 
受講希望 

〇を付ける 
講演会 

６月 ７日（土） 

1３：３0～1５：30 
１ 子どもの「遊び」をはぐくむ保育者 

 

日程 
受講希望 
〇を付ける 第１部 研修会 受講希望 

〇を付ける 第２部 講演会 

７月 19 日(土) 
13：30～16：30 ２ 切り紙を楽しもう A 子どもの遊びと育ちを考える 

８月 23 日(土) 
13：30～16：30 ３ 

昔話や昔の遊びを 

今楽しく 
B 

絵本「さっちゃんのまほうのて」 

に込める思い 

 

日程 
受講希望 

〇を付ける 
研究報告とシンポジウム 

１０月 4 日（土） 

13：30～16：30 
４ 地域の特徴を生かした子育ち・子育て支援 

 

フリガナ   

ご芳名  

電話  

ＦＡＸ  

ご職業  

託児希望 
（就学前のお子様） 
※講演会のみ 

お名前（フリガナ）・年齢（月齢）・性別をご記入 
下さい。 
 

＊ 個人情報は、本件以外の目的では使用いたしません。 
 
 

公開講座 申込み書 
FAX ０２８－６４９－０６６０ 
Ｅ‐mail : kosodate@kyowa-u.ac.jp 

＜お問い合わせ先＞    

    宇都宮共和大学 子育て支援研究センター 
     栃木県宇都宮市下荒針町長坂３８２９ 
      ＴＥＬ ： 028-649-0511  FAX：028-649-0660  
＜交通＞ 

ＪＲ宇都宮駅  「長坂経由新鹿沼行き」乗車約２０分 
「共和大・宇短大入口」下車徒歩５分 

 

宇都宮共和大学 子育て支援研究センター 
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